
抗
議
声
明

核
燃
サ
イ
ク
ル
阻
止
一
万

人
訴
訟
原
告
団
（
青
森
県
）

三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら

守
る
岩
手
の
会
（
岩
手
県
）

国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

Ｆ
Ｏ

Ｅ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
東
京
都
）

原
子
力
規
制
を
監
視
す
る

市
民
の
会
（
東
京
都
）

美
浜
・
大
飯
・
高
浜
原
発
に

反
対
す
る
大
阪
の
会

（
大
阪
府
）

本
日
、
原
子
力
規
制
委
員

会
は
、
日
本
原
燃
が
青
森
県

六
ヶ
所
村
で
建
設
中
の
再

処
理
工
場
の
事
業
指
定
変

更
申
請
に
許
可
を
下
し
た
。

私
た
ち
は
こ
れ
に
強
く
抗

議
す
る
。

声
明
文

（
要
約
：
小
見
出
し
は
編
集
部
）

放
射
性
廃
棄
物
の

不
適
切
管
理
が
発
覚
し
た

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
（
試
運

転
）
で
生
じ
た
放
射
性
廃
棄

物
の
不
適
切
管
理
が
発
覚

し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
件

で
七
月
二
一
日
に
交
渉
を

も
っ
た
が
、
現
地
事
務
所
で

は
毎
日
の
よ
う
に
不
適
切

情
報
が
あ
が
っ
て
い
る
こ

と
や
、
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
内

で
ず
さ
ん
な
管
理
が
続
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
ガ
ラ
ス
破
片
に
つ
い

て
、
こ
れ
が
ガ
ラ
ス
固
化
溶

融
炉
の
構
造
的
な
欠
陥
に

よ
り
生
じ
た
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ガ
ラ
ス
固
化

は
失
敗
に
終
わ
り
、
危
険
な

高
レ
ベ
ル
廃
液
は
固
化
出

来
ず
に
い
ま
で
も
貯
槽
に

保
管
さ
れ
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
固
化
の
欠
陥
は

安
全
上
重
要
な
基
本
設
計

ガ
ラ
ス
固
化
の
構
造
的

欠
陥
は
安
全
上
重
要
な
基

本
設
計
に
関
わ
る
こ
と
で

あ
り
、
今
回
の
審
査
の
対
象

と
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
規
制
委
は
ア
ク

テ
ィ
ブ
試
験
の
評
価
を
行

わ
ず
、
使
用
前
事
業
者
検
査

な
ど
、
後
段
の
規
制
に
先
送

り
す
る
と
し
て
い
る
。

日
本
原
燃
は
「
失
敗
の

経
験」
を
重
ね
て
い
る

審
査
書
の
中
で
、
日
本
原
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原
子
力
規
制
委
員
会
は
七

月
二
九
日
、
多
く
の
論
点
を
残

し
た
ま
ま
、
六
ケ
所
再
処
理
工

場
の
事
業
指
定
変
更
申
請
書

を
正
式
に
許
可
と
決
定
し
ま

し
た
。
同
委
員
会
は
延
べ
七
五

六
件
集
ま
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
公
表
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
二
名
の
委
員
か

ら
「
一
般
の
人
々
の
懸
念
は
理

解
で
き
る
。
多
年
に
わ
た
る
原

燃
の
ト
ラ
ブ
ル
は
気
に
な
る
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

更
田
委
員
長
は
「
再
処
理
工

場
を
動
か
す
基
準
を
審
査
し

た
。
ガ
ラ
ス
固
化
が
う
ま
く
ゆ

く
か
ど
う
か
は
事
業
者
の
問

題
で
あ
り
後
は
経
産
大
臣
が

責
任
を
負
う
」
と
述
べ
ま
し

た
。
こ
れ
は
原
子
力
規
制
委
員

会
設
置
法
の
「
専
門
的
知
見
に

も
と
づ
き
公
正
中
立
の
立
場

か
ら
独
立
し
て
職
権
を
行
使

し
、
国
民
の
生
命
、
健
康
、
財

産
の
保
護
、
環
境
の
保
全
に
資

す
る
」
と
す
る
立
場
か
ら
は
責

任
転
嫁
の
発
言
と
驚
か
さ
れ

ま
す
。
危
険
な
事
態
を
回
避
す

る
た
め
に
再
処
理
工
場
の
廃

止
を
必
ず
や
実
現
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

同委員会ホームページ（委員会の動画や資料、寄せられたパブコメ文が見られます）

https://www.nsr.go.jp/disclosure/committee/kisei/010000566.html



燃
は
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
に

お
け
る
再
処
理
施
設
の
運

転
及
び
保
守
の
経
験
を
有

し
て
い
る
」
と
し
、
こ
れ
を
、

日
本
原
燃
が
「
再
処
理
の
事

業
を
的
確
に
遂
行
す
る
に

足
り
る
技
術
的
能
力
」
を
有

す
る
根
拠
と
し
て
い
る
が
、

審
査
も
せ
ず
に
こ
の
よ
う

な
判
断
を
下
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
ガ
ラ
ス
固
化
に
お

け
る
相
次
ぐ
ト
ラ
ブ
ル
と

日
常
的
な
保
安
規
定
違
反
、

廃
棄
物
の
ず
さ
ん
管
理

等
々
、
原
燃
の
「
経
験
」
は
、

逆
に
、
原
燃
に
再
処
理
工
場

を
運
用
す
る
技
術
的
能
力

が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る

廃
液
に
紛
れ
込
ん
だ

未
回
収
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は

か
な
り
多
量
と
思
わ
れ
る

交
渉
で
は
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
の
回
収
率
や
未
回
収
分

の
管
理
状
況
に
つ
い
て
質

し
た
が
、
日
仏
協
定
の
機
微

情
報
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ

な
か
っ
た
。
危
険
な
核
分
裂

物
質
に
つ
い
て
ず
さ
ん
な
管

理
が
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て

も
私
た
ち
は
実
態
を
知
る
こ

と
す
ら
で
き
な
い
。

福
島
事
故
サ
イ
ト
内
タ
ン
ク

群
の
ト
リ
チ
ウ
ム
量
を
遥
か

に
上
回
る
再
処
理
汚
染
水

福
島
第
一
原
発
の
サ
イ

ト
の
タ
ン
ク
に
溜
ま
る
大

量
の
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む

汚
染
水
に
つ
い
て
、
国
の
海

洋
放
出
の
方
針
に
対
し
、
漁

業
者
を
は
じ
め
各
地
の
人

た
ち
が
反
対
の
声
を
上
げ

て
い
る
。
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
が
稼
働
す
れ
ば
、
こ
れ
を

大
き
く
超
え
る
レ
ベ
ル
の

ト
リ
チ
ウ
ム
が
海
洋
に
放

出
さ
れ
る
。
再
処
理
工
場
の

海
洋
放
出
で
は
、
原
発
で
は

定
め
ら
れ
て
い
る
濃
度
限

度
を
定
め
な
い
基
準
に
よ

り
ト
リ
チ
ウ
ム
は
高
い
濃

度
の
ま
ま
、
垂
れ
流
し
と
な

る
。

人
が
近
づ
け
ば
、
即
死
の

危
険
な
放
射
能
量
の
廃
液

が
溜
ま
っ
て
い
る

再
処
理
工
場
は
、
全
国
の

原
発
か
ら
集
め
た
使
用
済

み
燃
料
を
硝
酸
で
溶
か
し

た
う
え
で
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

と
ウ
ラ
ン
を
回
収
す
る
施

設
だ
が
、
日
常
的
な
放
射
能

汚
染
に
加
え
て
、
人
が
近
づ

け
な
い
よ
う
な
高
レ
ベ
ル

廃
液
を
生
み
出
し
、
重
大
事

故
に
よ
り
、
破
局
的
な
放
射

能
汚
染
を
も
も
た
ら
し
か

ね
な
い
。

核
燃
サ
イ
ク
ル
は
既
に

高
レ
ベ
ル
廃
液
に

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
残
存

質
問
書

二
〇
一
五
年
第
八
九
回
適

合
審
査
会
資
料
に
高
レ
ベ
ル

廃
液
残
留
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

デ
ー
タ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
質
量

と
未
回
収
率
お
よ
び
臨
界
の

可
能
性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

破
綻
し
て
い
る

そ
の
う
え
、
も
ん
じ
ゅ
は

廃
炉
が
決
ま
り
、
「
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
」
は
破
綻
、
国
際

的
に
も
日
本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
保
有
に
厳
し
い
批
判
が
あ

る
中
、
一
〇
兆
円
を
超
え
る

巨
費
を
投
じ
て
ま
で
再
処
理

工
場
を
動
か
す
意
味
は
完
全

に

失
わ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
今
回
の
許
可

処
分
に
抗
議
す
る
と
共
に
、

改
め
て
再
処
理
工
場
の
許
可

の
取
り
消
し
と
再
処
理
事
業

か
ら
の
撤
退
を
求
め
る
。

規
制
庁
回
答

廃
液
に
薄
く
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
が
残
存
し
て
多
少
と
も
タ

ン
ク
や
パ
イ
プ
に
付
着
す
る

こ
と
は
否
定
し
な
い
。
し
か

し
臨
界
を
起
こ
す
恐
れ
は
な

い
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
質
量

や
回
収
率
に
つ
い
て
フ
ラ
ン

ス
と
の
協
定
上
、
機
微
の
情

報
で
あ
り
公
開
で
き
な
い
。

◇
福
島
瑞
穂
議
員

未
回
収

の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
ど
れ
だ

け
あ
る
か
開
示
す
べ
き
で
あ

り
、
日
本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

政
策
を
判
断
す
る
た
め
に
も

必
要
で
は
な
い
か
？

◆
規
制
庁

情
報
開
示
の
制

限
は
あ
る
が
、
原
燃
の
事
業

申
請
書
に
は
「
ウ
ラ
ン・
プ
ル

ト
ニ

ウ
ム
の
回
収
率
９
８・

２
％
以
上
」
と
あ
り
、
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
報
告
書
で
も
「
こ

の
性
能
を
確
認
し
た
」
と
公

開
し
て
い
る
。

◇
永
田
文
夫
さ
ん

六
ケ
所

工
場
に
は
高
レ
ベ
ル
廃
液
貯

槽
二
基
と
不
溶
解
残
渣
貯
槽

二
基
が
あ
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
の
量
を
計
算
し
て
み
る
と
、

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
槽
一
基
に

一
五
㌔
㌘
、
不
溶
解
残
渣
廃

液
貯
槽
一
基
に
は
約
二
五
㌔

㌘
と
な
る
。(

「
天
恵
の
海
」

第
二
〇
四
号
参
照
）
合
計
八
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム
。
八
キ
ロ
で
原

爆
が
出
来
る
。
ま
た
「
原
子

炉
級
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
一
㌘
は

一
八
億
人
分
の
吸
入
限
度
」

と
い
う
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験

で
核
燃
料
が
四
二
五
㌧
処
理

さ
れ
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

が
生
ま
れ
た
。
私
達
は
九
九
・

九
％
が
回
収
さ
れ
た
と
思
っ

て
来
た
が
、
約
二
割
も
の
未

回
収
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
あ
る
。

恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
平

和
国
家
日
本
で
軍
事
機
密
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
再
処

理
は
や
め
る
べ
き
だ
。

◆
規
制
庁

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

の
回
収
に
つ
い
て
厳
し
い
計

量
管
理
を
し
国
に
も
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
に
も
報
告
し
て
い
る
。

法
が
定
め
る
再
処
理
の

技
術
的
能
力
と
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
失
敗
の
現
実

質
問
書

原
子
力
規
制
委

員
会
は
未
だ
に
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
評
価
を
行
っ
て
お
ら
ず
、

日
本
原
燃
が
、
原
子
炉
規
制

法
第
四
四
条
に
い
う
「
再
処

理
事
業
を
遂
行
す
る
に
足
る

能
力
」
を
持
っ
て
い
る
か
疑

わ
し
い
。

規
制
庁
回
答

日
本
原
燃
は
再
処
理
に
つ

い
て
専
門
技
術
や
経
験
を
持

っ
て
い
る
集
団
で
あ
る
。

◇
阪
上
武
さ
ん

日
本
原
燃

は
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
で
「
ガ

ラ
ス
固
化
が
出
来
な
い
」「
天

井
レ
ン
ガ
が
落
ち
る
」
「
白

金
族
を
剥
離
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
な
ど
工
場
の
構
造

的
、
技
術
的
欠
陥
に
悩
ま
さ

れ
た
。
現
段
階
で
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
の
評
価
は
欠
か
せ
な

い
。
何
故
再
処
理
に
つ
い
て

必
要
な
技
術
と
経
験
を
有
し

て
い
る
と
い
え
る
の
か
？

◇
山
田
清
彦
さ
ん

原
子
力

規
制
委
員
会
は
東
海
再
処
理

工
場
の
廃
液
を
早
く
固
化
せ

よ
と
し
た
の
に
、
東
海
工
場

で
は
ガ
ラ
ス
固
化
が
出
来
な

い
現
状
で
あ
る
。
六
ケ
所
で

も

も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
。

そ
れ
で
よ
い
の
か
。

◆
規
制
庁

ガ
ラ
ス
固
化
炉

の
ト
ラ
ブ
ル
の
問
題
は
炉
の

運
用
技
術
と
教
育
訓
練
の
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は

評
価
の
入
り
口
の
問
題
と
し

て
切
り
分
け
て
考
え
て
い
る
。

◇
福
島
瑞
穂
議
員

再
処
理
工
場
は
何
回
も
何

回
も
延
期
延
期
で
来
た
。
高

速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ
も
断
念

し
た
。
再
処
理
も
、
も
う
こ

れ
以
上
う
ま
く
ゆ
か
な
い
と

決
断
す
る
時
期
と
思
う
。
や

め
た
ら
よ
い
。
そ
の
よ
う
な

検
討
は
し
て
い
な
い
の
か
？

危
険
な
廃
液
が

益
々
溜
ま
る

司
会
満
田
夏
花
さ
ん

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は

こ
の
ま
ま
溜
ま
っ
て
る
の
に
、

工
場
の
欠
陥
を
放
置
し
て
許

可
す
る
の
で
は
、
危
険
な
廃

液
は
益
々
溜
ま
る
。
き
ち
ん

と
現
実
を
見
て
評
価
し
判
断

す
る
べ
き
で
あ
る
。


